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馬鈴薯の生理、形態拳的研究

第8報 EJ鈴薯の生長lこ及ほ.すインドーノvtWi般の影響

回

(北海道大皐農挙前l植物拳数室〉

l径・瀬尾尚雄

Physiological and morphological studies on potato plants 

Part 3.， On the effect of indolcacetic acid upon the 

growth of potato plants 

TAK邸 111TAGAWA and HlsAO SEO 

I緒言

杭物の生活現象に及ぼす杭物生長物質の意義

誌に共の作用に闘する報告は，各方面からなされ

賞に枚挙に連ない。而して該物質の!lif.m面として
の作物栽培への誼mにあたっては，従来主として
牧量に草駄をまテいて共の効果が論ぜられ，機措に

閲しては充分の考慮が報告はれなかった憾があるが

増収目的を安全且つ陪賓にj主成する岱には，今や

根本的に再検討すべき時期にあきF筆者等は斯か
る見地から，インドール酷酸庭現に伴う.馬鈴薯塊

翠内茨水化物の謎、化，及び之に開係、dうる二，三生

理作用の消長を拾し，以て該物質の作用機排を究

めんZ誌を期した。

f占J本研究の寅施に首り，賓験材料入手に就い

て多大の御配慮を賜った北海道農業I試験場島松試

験地永旧利男技nlliに封し深甚の謝意を去する。

E 賓験材料及び賓験方法

CAJ供試材料北海道世152試験場品松試験地
昭和22年度庄「馬鈴薯農林一蹴」

CBコ賓験方法
a)育成法及び庭王!{!法昭和 23年4月初日上

官己nAll中より 80-10QJ.i.少記の塊主Zをお~.Ii\し， メル

クロン液にて消毒後水洗， 同 30日インドール酷

酸がl里堕(武田製)溶液中に全粒の陸24時ttlJ浸漬

鹿理後 5月1日]象め整耕施肥した本主要hlll場に金

粉播種。各賞験匝分及び底理濃度は第 1去の如く

でるる。

第 1表 インドーノし蹴酷露理各賞験砥分

と廃迎i容i夜1農度

匝. 分 i農 皮 稀 際 率

主君臨鼠 (N) o (水道水)
第 1[孟(1) 0.0125 Jb 8.0)0傍

第 2~. ([) 0.0062ヲ% 16.0∞倍

第 3砥(m) 0.00312 % 約 32.0~JOfff 

b) 分折i~\料及び分折法 :i1::等は第 1報のそ

れに準じて行ったので，その詳細は略す。

E 賓験結果

CAコ生育蹴況播種後 10日の翻察に依れば，
釘日現l亘は各庭理函に比し護3f-早く， tfc 8匿に於て
は護艇が勝れていた。 播種後約 20Uでよ也夫前月三

が比られたが，主J照匝が故も'.lかった。雨後の生
育航況は，各鹿沼1'.厩はます照l誌に比し，初期の生育

は多少抑制される傾向があるが， ?;!~し生育が土佐む

に従い低濃度液庭珂直は漸次生長査を増して封照

~に近づき，遂には之を凌i13ナる。:;7，くに了-普の;街
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生，肥大生長は，概して輩葉の生育!fk況と比例す

る(第1闘参照)。全般的に見て， 封照匝の子事形
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第1園 生育期JllJ中に於ける各笈験:長馬鈴薯

植物1~朱常り子著J\lc量(単位 Ä)

成は 6月5日(揺極後 35日)頃より始り，肥大最

盛期は 6J]下旬より 7月初旬に亙り見られた。他

方各底理匿のそれは，室葉の生育Hx況と共に，封
照固に比し和々揺れるが，漸次庭理効果が認めら

れて封照匝に近づき，収穫期に於けるJ比量順位は

:d(c 3， 2， 1匝及ぴ封照匝の)1闘を示し，収量は庭瑚!

液濃度に反比例する閥係が見られた。

(sJ 親喜内諸成分の盤イヒ

1) 澱粉 萌芽j聞に於ける親ニ普-内貯ÿ'~ì股粉は，

各賞験磁を通ヒ緩慢な減退を示すが，蔚芽後輩葉

の旺盛な護育に{宇い，顕著な分解が見られる。而

して第3匝はその分解が多少促進されたが，然し

庭理液濃度が或る程度以上に高い場合には，却っ

てその分解が多少抑制される傾向が認められた。

之は第 1 ， 2 匿の初期に於ける生育W~況が， むし

ろ封照匝りそれに劣る瓢と闘係がるる。

勾還元糖!.J照匝塊輩内還元摘は，第2闘

に見る如く，萌芽後一時減退するが，次いで、再:び

多量の蓄t'tを見る。然じ子苦の形成，肥大にnい
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第2回 当面期 11可申に於ける各3実験1起し馬鈴~

貌主年内還元糖含量の盤化(単位遜)

再び~cl:i敢な減i誌を示すと共に，親善の崩壊を見る

ものであって，還元衝の泊長・は応鈴蓄の生長。尺

度とも~唱えられる。他方第 3 匝の還元関垂は，生

育初期には会J服属に比し柏々劣るが 6月下旬に

~り各直中の最大値を示した。 又第 2，1匪は上

記剛直に比し，生育初期には多少僅少であった。

而して各賞験匡を通じて見られた6月下旬以降の

急激な合軍:の減退は，親善の崩壊に先行する子著

への還元惜の移行に凶るものと考えられ，且つ此

の減少時期の1tt晩は，各賞験匿の子著の肥大開始

期と一致している。

3) 非還元横 萌芽後に於ける封照直塊室内

ゴH.塁元糖合主 f1，生長~j'l:い油ii成。傾向を示すが，
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第3匝之に?rl!ぎ，第1，2匝はH'j々 劣る。然し生

育の進行に従い，各底翌日匿の作JIJjJは漸増し，最

大fÎti:b~見られる 6 月 1 日に於ける各庭理匿のft'用

力は， 1f.j照匿のそれを遥かに!捗るに至る。要する

にアミラ{ゼ作用力の貼ーから見ると，各底理直に

於けるそれらは，封照匿に比し，生育の初期に多

少の抑制lが見られるが，生育中期以後は却って促

進される傾向が確かめられた。

め組織搾汁水素イオン濃度 親書組織搾汁

酸度の鑓化は，護芽初期 pH= 6.0内外の債を示

ナが，蔚芽の進むに従い醍度を増し pH= 5.4と

たる。然し雨後開花期を過ぎる迄一時酸度を減じ

pH = 6.6を示すも，三たいで塊翠崩壊期に入ると，

阿川1，瀬尾ー一馬鈴裏の生理，形態準的研究

主主 LXN.tflの完成にwい!日l化産物jの供給がilJ~li事な時

期に，一時的なl合加が認められる。然し開花伎は

再ぴ急:激な減退を示すが，此の減退は上記還元横

の最後の増加の悶をなす。伯各庭型II直中第3y王は

他匿に比し髄部，皮屠部共に非還元糖の消失の時

期が和ι早い。他方第 2，1 w;.に於ける非還元慌

の消長は， ~n照匿に比し特記すべき相異は認めら

れなかったc

4) アミラーゼ作用力 釣照直親善内アミラ

ーゼ作用力は， i般粉合量の愛化と平行して消長す

る。師ち6月上旬より下旬に亙る澱粉含量の念激

ゑ減少期に相臨じて，アミラーゼ作用力は各賓験

匡共に該時期に最大1~在を示した。今各賞験区別に

その消長を検するに，第3聞に示す如く，生育初

期に於ては，釘照匡が比較的大なる作用力を示し，

26 

ワ 15 26 
VlI 

mj 
1I00r .. 

300~ .......・.--........
20()ト/

100トー.....戸.--

o I 
q 15 ~6 5 16 25 6 
V11 V111 nc 
巧…回一

@一回@傭部t

.同ー一・皮勝部

生育期間中に於ける各質検!瓦馬鈴薯

子馨内澱粉含量の毘化(単位磁)

S 16 25 
VIU 

6 

IX 

6 
IX 

6 
IX 

5 16 2!i 
VIII 

5 16 2!i 
VIII 

ヴ 15 
VlI 

lrIj 

Q.oo 
300 

言。e

:lDO 

ItJO 

o 

100 

300 

2fJO 

I()O 

200 

。

。

封
照
ぽ
阻

第

1

厄

第

2
一陣

負 ・~・備部

/ ¥ ・---・・4・皮膚部
/'¥‘ 
""~畠J紅、

E
-

4
a」

zd
i
 

-

-

4
a」
qdm
:
 
---:
l
 
a-一Jw
f
 

‘
 
.. ，』，，

a

・23
、一-

..... ，

.-e' 

aa-a---e' 

J
 、;
-夙'a
p

ナ
W

J
 J
 
J
 ;
 

，
且
且

E
-
L

，，

a-z'・圃
n，a
i
 
:
 

--uv 

，，， 
L
Z
 

=
 
=
 
--m，， zz
 

ニニi
 
t

-

-

』

・

3

J

V

.，』，，

、
可
一

2;
 
;
 
・・4
H

J

1

 

4
4
f
v
 

'
:
 

'
:
 
'
:
 

J

・，』''
a--・40
4

・
F

F

E

-
H
V
 

cc 
z 
封

自詰 2 

鼠 J

cc 
第 3r
1 2t" 

底 f~

。L

cc 
第 5r
2 2t 

~ Iト

OL 

。

第

3

毘
cc 

第事r ~. 
3 2r ... ト¥.
鼠 Jト，グ ¥t 、
0・・-，.. ・ a ・ 一 ーーーー

" '11 I 1/ 21 /. 2/ 31 
V ". VII 

.4圃
月 B

..3闘 生育期間中に於ける各賞験E百.馬鈴薯
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務悦形成に1'¥といPj，ぴ般IKを明しpH=ii.内内外のfi!L
を示す。然し各賞験恒別K{1.{る711:呉ーは午IJ然とせサコ，

生長ー物質底辺Hに区!る特別の強化は認められなかっ

た。

(CJ 子薯(新塊霊)内諸成分の饗化

1) 澱粉 子薯は開花前191阪にその形成が始

るが，雨後その生長にl'ドい，子署内澱粉合量は念

激な増加を示す。その蓄積過程は第4闘に示す如

く，各寅験匡別に可成顕著な艶異を示した。印ち

子署の肥大漸く盛んになる 7月上旬の子事澱粉合

長は，封照直最も多¥，之にEたいで第・ 3，2， 1匿

の順位左示したが 7月下旬に至ると上記の順位

l主賀c3， f-t照， 2， 1匿となり，更に 8月下旬に於

ては~~3，2，針照， 1匡の"聞となる。 9月に入ると

最も遮れていた第 11ilkも，吏に担当、乍ら割照匿を

凌駕した。斯くの如きi殴粉合景:の謎化は上記京葉ー

の殻育，及び 1 株岱了・苦批景の控具と~く一致す

る。

2) 還元栴 子著形成開始からその完熟に至

る期間中に於ける塊室内還元横合量の謎化は，各-

貫験匿を通じ多少の差異l主見られるが，概して開

花Wl中に一時的な蓄積が見られる他は，杢期間を
通じてその合量極めて僅少で・ある。 而して9月6

日に於ける最絡iWJ，Jiゴ'ittについて看るに，針照匝最
大自立を示し，各底現直はan，2，3匡の順を示し，
何れも前者より合量は低い。元来還元横は澱粉形

成の原料とも見{放されるものでるる故，収穫期に

その含量が高い事ほ，澱粉合成過程の不闘滑を示

すものであり，此の看野iよりすれば，生長物質鹿

沼111:fj{り，その濃度に反比例して澱粉合成は促進

される傾向が認められる。

3) 非還元樹 元来貯蔵器官内に見られる非

還元慣は，還元備の一種の貯蔵形とも見倣される

ものであり，雨者の泊長の間には続接な開係があ

る。而して子薯生育期中に於ける非還元横の泊長

を検するに，第5岡に見る如く，生育初期に於て

は，各庭岬ー直lまftt照匿にi七し，利々大なる合長を

示したが，雨後各庭l型車と1M照匿との差異は直々

であって，一定の傾向を認める事は出来たかった。

然し之さ35の器具は極めて僅少で、あって，特に収量

に影響ーを及{;fす程度のものとは考えられない。
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.5園 生育期11日中に於ける各笈験医J馬鈴薯

子幕内非還元締含量の践化(単位遜)

4) アミラーゼ作用力 子署生長期間内に於

けるアミラーゼ作用力の消長は，その成熟に1竿い

漸減の傾向が見られた。而して全般的に各賞験匿

を通じ，アミラーゼfHIJ1Jの鑓化[111線は，還元簡

のそれと千行して消長し穴。完熟期に於てはf1照
匝及び第3医は，第 1，2匿に比しアミラ戸ゼ作

用力柿々勝る事を知ったが，各底l:Hl匡聞及ぴそれ

らと封照直との聞に，庭却にrfJる諒1著なま:異は認

められなかった。

5) 組織搾汁水素イオン濃度 生育朗問中に

於ける干-薯の組織搾汁の水素イオン濃度は，生育

初期に於ては概して献度弱く (pH= 6.0)，成熟に
干l'い一度酸性に傾くが (pH= 5.6)，完熟期jに入り

再ぴ奮に復する傾向が認められる。 ft照匪及び第

3匿に於て特に此の傾向が明確に認められるが，

節 1，2匿には特に顕著な授化は認められす" 叉
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庭山にwう4、¥'jJIjな主:呉は見られなかった。

町総 括

布I[物の生育に及1-;['す生長物質の作用に闘しで

は，多数の報告を見るに五っているが，インドー

ル酷般の{'1;JIjに就いても，護根，生長促進行;J/J笥;

の黙に就き多くの報告あり。本研究に関係あるJti，
臓物質の援化に及ぼす，該物質の影響に就いては

DOSTAL (1936)， KRAUS， BROWN及び、 HAMNER

(1936)， DOSTAL及び HOSEK(1937)， CZAJA (1938) 

氏等に依り，何れもその促進的効果が報一民されて

いる。;)くにインド{ル階眼底現に依る馬鈴薯増産

に闘し，最初の報古・をしたのは ZIKA(1939)と考‘

えられるが，氏は本物質一定濃度i前夜で手R著を7象

拾する事にrf1り，増収を来たすばかりでなく，更
に新塊烹内に治成された澱粉粒が顕著に大形とな

るJtf.を報じた。之に就いては野口，菅原 (H141)雨

氏も迫;試に依り昨認している。

本研究はインドール酷円支出JIHに閃る， IE鈴帯
域支l刊Jn'離物質の控化，位に之に1'1ミう二，三生四

週J釈の汗j長を拾し以て該紗ry'f'[.の生長促進行efljV

機構を究めんとする研究の一環をなすものであっ

て，本質験に符られた結果~総括すれば弐の虫n く

である。

1) r馬鈴薯農林1披Jrc:到するインドール酷
酸の生長促進効果は 0，0031296液庭足立が最も勝率L

0.0062596 ì夜底玉虫之に5'~:いだ。 而して封照匿に封

する庭理匡の塊京増収率は約 8-1896で‘あった。

2) 翠葉の生育に及ぼす庭草11効果は，生育初期l

には多少劣るが，生育に件ぃ促進効果顕著となり，

生育後娯には封照置を凌駕する。

3) 0.00312% 液庇理匪は封照医誌に他匿に比

し，親薯内貯臓i殿*Yiの分解を促進する。叉子薯の
生育肥大に際してのi慰粉蓄粒過程に於て，各イン

ド ~lJ..-酷椴庭王m匡は霊:t~.{ì匿に比し，庭理液濃度に

反比例して促進作)Uを示ナ。従って塊主主収量増加

の i三|主!としては，応~'Hz: 1主i る生育中j~l以後の主薬

の設育促進，及びjIjこす晶i殿粉分間必Lに合成の促進に

あると者、えられる。

4) 親書内に現出する還元桝は，貯賊i殴粉の分

解産物であり，子著内のそれはi殿粉合成の材中}と

5?まえられるが，底正'11.各賞験E百ーの親，子事内の還元

槙合量は，夫々のj殿移j含量と略反比例して消長し

た。

5) 貯蹴器官内に見られる非還元構は，還元腕

の一括の貯蔵形とも見倣されるもので，雨者の消

長の1mには統接な関係がある。本物質鹿理各賞験
匿に見られ~非還元慣に就いても，此の事寅は確

認されたが，然し特に底辺液濃度に也接比例すべ

き控化は認められなかった。

。) アミラ{ゼ作JiJ力は澱粉合長の製イヒと千行

して消長するもので，塊車内に於けるその作m力
の貼から見ると，本物質庭現各寅験直に於けるア

ミラ~-l!作用力 l主， tt!!~w..:ーによ七し，生育初期には

濃度に比例して多少の;ffjJ{nljが見られたが，生育中

期以後には却って促進される傾向が認められた。

7) 生育期間中に於ける親此I:C子塊軍事fl維持汁

の7K.主イオンi民度に閲しては， q..fl乞本物質出Jrnに

I~Iる特殊の鑓化は認必られなかった。
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